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国土交通省 関東地方整備局

（再評価）

新直轄
中部横断自動車道
（佐久～佐久南）
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事業評価監視委員会

（平成２０年度第４回）



事業評価監視委員会 道路事業 位置図

長野県

埼玉県

東京都

神奈川県

群馬県

千葉県
：再評価

①事業採択後、5年以上経過した時点で未着工

②事業採択後、10年以上を経過した時点で継続中の事業

③準備・計画段階で、5年間が経過している事業

④再評価実施後、5年間が経過している事業

山梨県

埼玉県

神奈川県

茨城県

千葉県

栃木県中部横断自動車道
【佐久南IC～佐久JCT】
関越自動車道上越線
【佐久JCT】 ④
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1．事業の目的と計画の概要1．事業の目的と計画の概要
（1）目的
・高速ネットワークの形成
・並行する一般国道１４１号の混雑緩和
・救急医療体制の支援、物流の効率化
・地域間交流・地域開発の促進

標準横断図

（2）計画の概要

区 間 自）長野県佐久市大字桜井

至）長野県小諸市大字御影新田
延 長 ：Ｌ=７.８ｋｍ
幅 員 ：Ｗ=１０.５ｍ（先行２車線）
道路規格：第１種第３級
車線数 ：４車線（当面２車線で整備）
事業化 ：平成10年4月 施行命令

平成15年12月（第1回国幹会議）
新直轄方式への整備計画変更

事業費 ：４１２億円
計画交通量：4,600～15,900台/日

なが の け ん
関越自動車道上越線 L=0.5km

（佐久JCT）

中部横断自動車道 L＝7.3km

（佐久南IC～佐久JCT）

再評価対象区間再評価対象区間

長野県小諸市大字御影新田

長野県佐久市大字桜井

ながのけんこもろしおおあざみかげしんでん

ながのけんさくしおおあざさくらい

さ く し おおあざ さくらい

な が の け ん こ も ろし おおあざ

凡 例 佐久南ＩＣ～佐久ＪＣＴ

位置図

みかげしんでん

※JCT・IC名は仮称

（地域活性化IC）

（地域活性化IC）

（地域活性化IC）

（地域活性化IC）
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33,386台/日

佐久市一本柳



≒8ｍ 

用地幅≒44ｍ 

 

４車線化時に 

用地を取得 

≒10ｍ 

完成４車線

先行２車線

≒8ｍ 

用地幅≒44ｍ 

 

４車線化時に 

用地を取得 

≒10ｍ 

完成４車線

先行２車線

先行２車線整備先行２車線整備
高架構造から高架構造から

盛土構造への見直し盛土構造への見直し

ボックスカルバート 

整 備

コスト
コスト縮減（案）

整備計画 
(主)下仁田浅科線 北陸新幹線

交差形式の抜本的見直し交差形式の抜本的見直し

整備計画：高架構造整備計画：高架構造

本線跨道橋

４車線施工

整備計画：高架構造整備計画：高架構造

本線跨道橋

４車線施工

機能補償道路の機能補償道路の

見直し（高瀬地区）見直し（高瀬地区）
 

 
 

佐久南ＩＣの佐久南ＩＣの

コンパクト化コンパクト化

高架構造高架構造

土工構造土工構造

高架構造高架構造

土工構造土工構造

【新幹線交差部の構造変更】 
整備計画（新幹線を高架橋によりオーバーパス）に対し、新幹線高架下を土工構

造で通過することにより、橋梁区間を削減 

コスト縮減（案）：本線ＢＯＸ構造コスト縮減（案）：本線ＢＯＸ構造

ボックスカルバート

２車線施工コスト縮減（案）：本線ＢＯＸ構造コスト縮減（案）：本線ＢＯＸ構造

ボックスカルバート

２車線施工

2．コスト縮減のポイント（H16事業監理委員会より）2．コスト縮減のポイント（H16事業監理委員会より）
再評価対象区間（佐久南再評価対象区間（佐久南ICIC～佐久～佐久JCT)JCT)におけるコスト縮減のポイントにおけるコスト縮減のポイント
①先行２車線整備①先行２車線整備

②高架構造から盛土構造への見直し②高架構造から盛土構造への見直し

③新幹線交差形式の抜本的見直し（高架→アンダー）③新幹線交差形式の抜本的見直し（高架→アンダー）

④機能補償道路見直し（④機能補償道路見直し（OVOV→→本線本線BOXBOX））

⑤佐久南⑤佐久南ICICのコンパクト化（トランペット型→平面のコンパクト化（トランペット型→平面YY型）型）

H15年度 第１回国幹会議

事業費：544億円

H16年度 事業監理委員会

事業費：412億円

▲132億円

（▲24％）
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3．事業の必要性に関する視点3．事業の必要性に関する視点

・年間約３４億円の経済損失が発生 （渋滞損失時間：１１３万人時間/年）。

・八千穂ＩＣ～佐久ＪＣＴ（L=22.4km）の約６割の渋滞が佐久の市街地で発生。

渋滞損失時間の現状

八千穂ＩＣ～佐久ＪＣＴの整備計画区間としては、

経済損失：約５６億円/年（渋滞損失時間：186万人時間/年km）

中部横断自動車道

再評価対象区間

（１）周辺道路の交通状況

141141

142142

299299

1818

254254

141141

141141

299299

1818

経済損失：約３４億円/年
渋滞損失時間：113万人時間/年km

佐
久
Ｉ
Ｃ
西

長
土
呂
南

上
信
越
道

上
信
越
道

佐久ＩＣ

佐久ＩＣ西佐久ＩＣ西

長土呂南長土呂南

跡
部

清
水
町

平
原

資料：Ｈ１８年度プローブ調査結果より

全事業区間
（八千穂ＩＣ～佐久ＪＣＴ）の

６割を占める。

岡谷方面
（中央道）
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27

40

36

28

68

41

0 20 40 60 80

全国平均

佐久地域平均

御代田町（現況）

御代田町（再評価区間整備）

川上村（現況）

川上村（全線整備）

（２）救急医療体制の改善

・佐久総合病院は東信地域で唯一の第３次医療施設。アクセス道路は国道141号のみ。

・救急搬送時間は平均40分（最大で68分）で、全国平均をはるかに下回る。

・中部横断道の整備により、佐久総合病院からのカバー圏域が北部・南部に大幅拡大

３次医療施設 佐久総合病院

今
回
再
評
価
区
間

救急車の搬送所要時間３次医療施設の３０分時間圏域

再評価区間
の整備で

８分短縮

全線整備で

２７分短縮

*1)

*2)

*1)H13救急業務実施状況
*2)佐久市、佐久穂町を除く９市町村

御代田町

佐久総合病院

全線整備により
６８分⇒４１分 ２７分短縮

再評価区間の整備により
３６分⇒２８分 ８分短縮

川上村

（分）

御代田町
現状36分 川上村

現状68分

＜出血多量の場合＞

現状は絶望的。

・御代田町で70%の死亡率

⇒50%以下まで向上。

・川上村で100%の死亡率

⇒75%まで向上。
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・佐久地域は日本有数のレタス産地（全国シェアの２０％）

→全国各地へ出荷しているほか、台湾やフィリピンにもシェア拡大中

・長時間輸送による輸送コスト・荷傷みが現状の課題

・中部横断道全線が開通すると、輸出が横浜港→清水港（特定重要港湾）となり、現状
の課題軽減の他、低コスト・高付加価値化を期待。

（３）物流の効率化による農産業の発展（全線開通の効果）

■佐久地域の主要な出荷先

■中央卸売市場の入荷割合

長野

※東京農産流通指導センター論文より

長野県の出荷量は全国シェアの長野県の出荷量は全国シェアの4040％％

・・佐久地域は県出荷の半分を生産佐久地域は県出荷の半分を生産

・主に川上村・南牧村で生産・主に川上村・南牧村で生産

（（労働人口の約労働人口の約1616％％がレタス農家）がレタス農家）

⇒台湾やフィリピンにもシェア拡大中⇒台湾やフィリピンにもシェア拡大中

＜台湾での販売状況＞
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（４）リダンダンシーの確保

●中部圏～北陸圏の連携強化

・名古屋～新潟県は、金属機械工業の物流が多く、中央道・長野道が通行止め
になった場合、代替路線として東海北陸ルート及び中部横断道ルートを確保。

●首都圏の災害時に関東大環状連絡軸として機能

・中部横断自動車道、北関東道等と放射道路との連携により、救援物資輸送の
交通を効率的に分担

東京東京

新潟新潟

長野長野

通常通常
ルートルート

名古屋～新潟を結ぶ代替機能確保

代
替
ル
ー
ト

代
替
ル
ー
ト
【【中
部
横
断
ル
ー
ト

中
部
横
断
ル
ー
ト
】】

代
替
ル
ー
ト

代
替
ル
ー
ト
【【東
海
北
陸
ル
ー
ト

東
海
北
陸
ル
ー
ト
】】

名古屋名古屋

首都圏の災害時に関東大環状連絡軸として機能

関東大地震により関東大地震により
首都圏壊滅首都圏壊滅

首都圏の放射高速道路は
整備率約９割

中部横断自動車道
や北関東道等
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４．費用対効果４．費用対効果

■■事業全体事業全体

注1）費用及び便益額は整数止めとする。
注2）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
注3）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

8
基準年：平成20年度

20億円

維持管理費

430億円410億円
１．８

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

761億円64億円136億円561億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短縮
便益便益便益((ＢＢ))

■■残事業残事業

20億円

維持管理費

105億円84億円
７．２

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

761億円64億円136億円561億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短縮
便益便益便益((ＢＢ))



中部横断自動車道の経緯

平成 3年12月 八千穂～佐久間基本計画決定（第29回国幹審）

平成 8年11月 都市計画決定

平成 8年12月 佐久JCT～佐久南IC間整備計画決定(第30回国幹審)

平成10年 4月 佐久JCT～佐久南IC間施行命令

平成15年12月 新直轄方式での整備位置付け（第１回国幹会議）

平成18年 9月 地域活性化IC連結許可（整備計画変更）

L=2.9km L=3.7km L=1.2km

再評価区間

L＝7.8㎞
臼田ＩＣ

佐久町ＩＣ

八千穂ＩＣ

佐久JCT

国道141号ＩＣ

佐久南ＩＣ

中佐都ＩＣ

５．事業進捗の見込みの視点５．事業進捗の見込みの視点

・事業進捗率：７７％

・用地取得率：９８％

● 政策ＩＣ

○ 地域活性化ＩＣ

八千穂IC～佐久南IC
L＝14.6km

※JCT・IC名は仮称中部横断自動車道
新直轄整備区間 L＝21.9km

関越自動車道上越線
有料整備区間 L＝0.5km

佐久南IC～佐久JCT
L=7.3km

佐久JCT
L=0.5km
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４ ．事業進捗の見込みの視点４ ．事業進捗の見込みの視点

未供用区間・暫定供用区間にかかる工程表

86％

46％

H18

86％

77％

H19

86％

98％

H20 H22

供
用
予
定
（
２
車
線
）

H10

（
施
行
命
令
）

事
業
着
手

5％

H12

用
地
買
収
着
手

5％

21％

H15

工
事
着
手

→

→

H15

（新
直
轄
）

整
備
計
画
変
更

H21

佐久南IC～佐久JCT

佐久南IC～佐久JCT

年度

工事

用地

（H21.2末現在）
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6．今後の対応方針（原案）6．今後の対応方針（原案）
（1）事業の必要性等に関する視点

・中部横断自動車道は、東信地域で唯一の第３次医療施設へのアクセスを強化し、救急医療

体制を支援。

・中部横断自動車道は、東名・中央・上信越自動車道を連結し、内陸部と臨海部の連携を強化。

・当該地域における南北方向の幹線道路は国道１４１号のみであり渋滞が顕著。

・中部横断自動車道は、地域経済、物流、生活等様々な活動を支える重要な路線であり、国道

１４１号との交通分担により、円滑な交通流動を確保。

・費用対効果（Ｂ／Ｃ）は１．８である。

（2）事業進捗の見込みの視点

・用地取得率は９８％であり、工事は全面展開中。

・今後は平成２２年度末に先行２車線での供用予定。

（3）対応方針

事業継続

・用地・工事の進捗が進んでおり、早期の効果発現を図ることが適切である。
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